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研究成果の概要（和文）：　水俣病の発生が確認されて60年以上経た時点において、解決していない課題につい
て、医療・健康的側面、自然生態系循環の側面、社会経済的側面から明らかにした。
　調査にあたっては水俣学研究の方法論に立脚し、かつ定性的・定量的の両面から分析し、水俣病という公害病
の特性である社会的被害（水俣病被害者に対する差別と偏見）を明らかにし、今日もなお地域における環境影響
と密接につながっており、それらが被害者の意識の求める補償と救済のあり方および望まれる地域社会ビジョン
と連動していることを明瞭にした。

研究成果の概要（英文）：After more than 60 years of the outbreak of Minamata disease, the problems 
which have not been resolved have been clarified from medical and health aspects, natural ecological
 circulation aspects, and socioeconomic aspects.
In these researches, based on the methodology of ‘Minamata studies’, we clarified social damage 
(discrimination against prejudice against Minamata disease victims) which is a characteristic of 
pollution disease of Minamata disease, analyzing from both the qualitative and quantitative aspects.
 As a result,even today,  founded on the fact thatit is closely related to the environmental impact 
in the region, and we made clear that they are linked with the compensation and relief required by 
the victims and sufferers on the one hand and the desired community vision on the other hand.
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水俣学科研成果報告書 添付ファイル 

１．研究開始当初の背景 

水俣病の発生が確認されてからこれまでの

半世紀以上にわたり幾度も補償・救済策がな

されてきた。しかし今日、被害者総数は、行

政的な救済を受けた患者だけで6万人を超え、

なお、救済・補償を必要とする人たちは数万

人は存在すると想定される。そういう意味で

これまで、なぜ問題が解決できなかったのか

という問いを実直にたて、改めて調査研究を

行う必要が求められていた。水俣病事件に関

する研究は従来の原田正純、丸山定巳、色川

大吉らの研究に加えて、近年、新たな研究者

による調査が、医学研究を別にしても教育学、

法学、民俗学や文化人類学、社会運動論など

の領域で始まっている。しかし、地域的特性

（遠隔地にあること、地元の受け入れの困難

さなど）や問題が錯綜しすぎているように見

えることから、被害の総体像に迫る研究の実

現は、地域に内在し、学際的研究チームを構

成しなければならず難しいと判断された。 

水俣病にかかる新たな事態、被害規模の大

きさが可視化されたこと、補償・救済策の限

界の露呈、地域社会の新たな課題などにたい

しては、これまでの研究報告を更新するだけ

では不十分で、半世紀以上の水俣病事件史に

照らして、従来の資料文献の再検討を踏まえ、

地域の実態調査をわれわれの水俣学研究の

方法論に立って行う必要性がある。 
 
２．研究の目的 

本研究の出発点は、研究着手時に水俣病の

発生の公式確認後 58 年が経過した時点にお

いてなぜ水俣病問題の解決が実現できてい

ないのか、なにが求められているのかを水俣

学の方法を援用して明らかにし、将来への展

望を示す根本的な解決ヘの道筋を提示する

ことにある。半世紀をこえる時間の経過と経

験の蓄積、そして被害者たちの軌跡が、将来

に何をもたらすのか、明確にかつ具体的に論

じる時が来ている。これは、同様の公害、オ

ンタリオ水俣病を経験しているカナダや公

害問題に直面している中国をはじめとする

産業発展途上国にも貢献するものである。 

その際、単なる健康被害と水俣病の病像や

科学的因果関係論だけに研究を焦点化する

のではなく、水俣病の概念そのものを医学健

康面から社会的な病へと転換する必要性の

あることを重要視し、根本的な解決（もしそ

れがあるとしたら）への道筋は何なのか、ア

ウトラインでも示すことを目的とする。 

そのために本研究の眼目は、水俣病発生確

認 54 年目にして実施された水俣病特措法に

もとづく被害者救済、地域振興策の評価、自

然環境の再生を水俣病 50 年史に照して検証

し、その意義と課題を明確にして行くこと、

そして現下の問題構造を明確にし解決の方

途を示すことである。 
 
３．研究の方法 

研究方法としては①過去の資料、研究成果、

種々のデータを洗い直し、②現地のさまざま

なアクターに密着して、被害者ばかりではな

く水俣病に関わるステークホルダーととも

に調査を実施し、これにより、③水俣病とい

う負の経験を将来に活かし、国内外に発信す

るために、目的に従って下記の三つの研究班

を編成して調査研究に当たった。 

（１）【医療と健康被害調査】住民の被った

被害としての水俣病の健康の側面からの課

題、 

（２）【自然生態系と地域環境】自然の被害

としての環境汚染の回復の現状に焦点を当

てた生活環境における生態系変容と環境汚

染、 

（３）【社会影響と経済分析】公害発生地の

衰退として見られる地域の社会経済的課題

の分析。 

この三つの側面から調査研究班を構成し、

その成果の総合により地域市民社会の再生

への道を示すことができると考えられた。 

各テーマごとにパイロット・スタディを実

施した上で、水俣病のもたらした影響の定性

的、定量的な評価を行い、その結果をもとに

課題を明らかするものとした。時系列的に課

題と方法を示せば、①まず、現在、水俣病特

措法ならびに関連する諸施策に基づいて進

められている被害者救済、地域振興策、自然

生態系や環境汚染の全体像を資料に基づい

て明らかにする。それに対する調査の手法お

よび評価基準を確定し実施体制を構築する。

②その上に立って、水俣市及び不知火海沿岸

地域での現地調査を実施する。設定されたテ

ーマにしたがい、地元研究協力者との連携に

よる各調査班の現地調査（被害患者・住民調

査・地域団体・機関調査）を実施する。③そ

れぞれのテーマにおける調査研究結果をつ



きあわせ、水俣病被害の実態解明、現下の救

済施策と生活環境とその評価についての総

合的検討を行い報告会を現地で開催し、これ

らを地域のステークホルダーからのフィー

ドバックを得て、現下の課題に対する提言を

提示する。 
 
４．研究成果 

［医療と健康被害調査班］では、社会の中

に埋め込まれた公害による疾病、水俣病の総

合的検討を課題に、病像にかかる調査研究お

よび研究会を行い、現在の問題に関する認識

を共有するとともに、医療・健康的側面から

の被害と水俣病にかかる人権と差別の相互

連関について、研究を深めてきた。［自然生

態系と地域環境班］では、水俣湾特に袋湾に

おける自然生態系研究（海辺の生物調査）を

実施するとともに、住民の食事から摂取する

メチル水銀量の測定（陰膳調査）による「定

量的分析を行った。［社会影響・経済分析班］

では、資料収集と地域に密着して住民インタ

ビューを重ねた。また、2016 年 2、3 月に水

俣病患者・被害者団体に協力を求め、約 8,500

名を対象とした被害意識調査を実施し、有効

回収数 2619 通の回答を得ることができた。

水俣病研究史の中で被害住民のアンケート

は初めてのものであり、回収データの転記・

入力、集計作業を実施した上で報告を発表し

た。この被害者大規模調査は水俣病研究史の

上では初めて行われたものであった。 

その結果明らかにし得たことは、第一に水

俣病の臨床医学的な検討を踏まえて、「病と

は何か」という観点から、社会的な差別や偏

見を内在化する機制が、個人、地域社会およ

び制度政策のそれぞれに働いていることが、

水俣病という具体的な課題の中で明らかに

された。この定性的分析は被害者大規模アン

ケート調査によって定量的に裏付けられた。

一方、こうした水俣病の社会的な課題への解

決策を示す根拠となる地域における自然生

態系の環境変化や住民の対応について、自然

科学的な手法で調査分析した結果、なお不安

を感じさせる状況にあることが明らかにさ

れた。これらの成果の上に立って、水俣病の

経験を将来に生かすための方向性を論じる

ことができた。この点については中間的成果

として花田昌宣ほか編『いま何が問われてい

るか:水俣病の歴史と現在』（くんぷる、2017

年 12 月）として刊行した。 
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